
　
ア
テ
ネ
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の

興
奮
か
ら
遡
る
こ
と
四
〇
年

前
、一
九
六
四
（
昭
和
三
九
）
年

に
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
そ
れ
に
先

駆
け
て
聖
火
リ
レ
ー
が
ギ
リ

シ
ャ
か
ら
一
二
ヶ
国
を
経
て
、

日
本
上
陸
の
第
一
歩
と
し
て

沖
縄
に
到
着
し
ま
し
た
。�

　
九
月
七
日
に
沖
縄
入
り
し

た
聖
火
は
、九
日
、軍
用
道
路

五
号
線
（
現
国
道
三
三
〇
号
）

の
北
中
城
村
石
平
か
ら
浦
添

市
広
栄
を
通
過
し
ま
し
た
。

聖
火
ラ
ン
ナ
ー
は
、
軍
司
令

部
前
・
普
天
間
の
旧
市
役
所
前
・

上
原
・
宜
野
湾
小
学
校
前
・
我

如
古
・
広
栄
入
口
を
中
継
地

点
と
し
、
市
内
は
旧
市
役
所

前
か
ら
我
如
古
ま
で
を
四
区

間
に
分
け
て
、
宜
野
湾
路
を

駆
け
て
い
き
ま
し
た
。ラ
ン
ナ
ー

の
伴
走
は
、普
天
間
高
校
生
・

市
内
中
学
生
が
務
め
、
多
く

の
市
民
か
ら
歓
迎
を
受
け
ま

し
た
。�

　
こ
の
頃
の
沖
縄
は
米
軍
の

統
治
下
に
あ
っ
て
、
人
び
と

は
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
開
催
を

祝
う
だ
け
で
な
く
、聖
火
を
「
平

和
の
火
」
と
と
ら
え
、
平
和

と
祖
国
復
帰
を
願
い
ま
し
た
。�

「宜野湾市史」の問い合わせ�

教育委員会文化課　�893―4431

旧市役所前を走る聖火ランナー（普天間）。�
吹奏楽団をはじめ、多数の市民が小旗を振ってランナーを歓迎した。�

　付加年金は、国民年金保険料に月額400円を上乗せして納めると、�

年金を受け取る時は、200円×付加保険料納付月数として計算します。２年間で、納めた額は取り戻し、3年

目以降はもらい得になるという大変お得な制度です。（※手続きは市役所年金係へ）�

お
お
ま
か
な
内
容
に
つ
い
て
ご
紹
介
致
し
ま
す
。�

一
、
児
童
虐
待
定
義
の
見
直
し
（
新
た
に
加
え
ら
れ
た
部
分
）�

①
保
護
者
以
外
の
同
居
人
が
、子
ど
も
に
対
し
て
身
体
的
虐
待
や
性
的
虐
待
、

精
神
的
虐
待
を
行
っ
た
際
、保
護
者
が
そ
れ
を
放
置
す
る
こ
と（
第
二
条
三
）�

②
子
ど
も
に
対
し
て
著
し
い
暴
言
や
著
し
く
拒
絶
的
な
対
応
を
す
る
こ
と
や
、

子
ど
も
が
い
る
家
庭
に
お
い
て
配
偶
者
に
対
す
る
暴
力
（
ド
メ
ス
テ
ッ
ク
バ
イ

オ
レ
ン
ス
）
が
行
わ
れ
る
こ
と（
第
二
条
四
）�

二
、
国
及
び
地
方
公
共
団
体
の
責
務
の
改
正�

　
国
及
び
地
方
公
共
団
体
の
責
務
（
第
四
条
）
に
つ
い
て
、こ
れ
ま
で
は
虐
待

の
「
早
期
発
見
」
と
「
適
切
な
保
護
」
の
場
面
に
つ
い
て
の
み
、「
関
係
機
関
の

連
携
お
よ
び
民
間
団
体
の
連
携
の
強
化
」
と
「
必
要
な
体
制
の
整
備
に
努
め

る
」
こ
と
が
明
記
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
新
た
に
次
の
二
点
が
付
け
加
え
ら

れ
ま
し
た
。�

①
虐
待
の
予
防
、発
見
、保
護
に
と
ど
ま
ら
ず
、虐
待
を
受
け
た
子
ど
も
の
自
立

支
援
、
親
子
の
再
統
合
、
ま
た
は
良
好
な
家
庭
的
環
境
で
生
活
す
る
こ
と
へ

向
け
て
、そ
れ
ぞ
れ
の
段
階
に
お
い
て
国
お
よ
び
地
方
公
共
団
体
の
責
務
が

あ
る
こ
と（
第
四
条
一
）�

②
国
お
よ
び
地
方
公
共
団
体
は
、児
童
相
談
所
や
学
校
、児
童
福
祉
施
設
の
職

員
、医
師
、保
健
師
、弁
護
士
な
ど
の
職
務
上
子
ど
も
の
福
祉
に
関
係
の
あ
る

人
々
を
対
象
に
研
修
な
ど
を
行
い（
第
四
条
二
）
、虐
待
を
受
け
た
子
ど
も
の

ケ
ア
、お
よ
び
保
護
者
の
支
援
の
あ
り
方
な
ど
に
つ
い
て
調
査
研
究
お
よ
び

検
証
を
行
う
こ
と（
第
四
条
五
）�

三
、
児
童
虐
待
に
係
る
通
告
義
務
の
拡
大�

　
こ
れ
ま
で
は
「
児
童
虐
待
を
受
け
た
児
童
を
発
見
し
た
」
場
合
に
通
告
を

義
務
づ
け
て
い
ま
し
た
が
、「
児
童
虐
待
を
受
け
た
と
思
わ
れ
る
児
童
を
発

見
し
た
」
場
合
と
、
虐
待
が
疑
わ
れ
た
段
階
で
あ
っ
て
も
通
告
義
務
が
あ
る

と
そ
の
範
囲
を
拡
大
し
た
。�

次
回
号
へ
つ
づ
く 

　
平
成
十
二
年
に
制
定
・
施
行
さ
れ
た
「
児
童

虐
待
の
防
止
等
に
関
す
る
法
律
」
が
今
年
の
四

月
に
改
正
さ
れ
ま
し
た
。�

（
施
行
日
・
平
成
十
六
年
十
月
一
日
）�

児
童
虐
待
防
止
法
が
改
正
さ
れ
ま
し
た
�

◆
問
い
合
わ
せ
・
・
宜
野
湾
市
児
童
虐
待
防
止
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
会
議�

　
宜
野
湾
市
役
所
児
童
家
庭
課
（
家
庭
児
童
相
談
室
）             

☎
八
九
三
ー
四
四
一
一  

内
線（
一
八
〇
）

お得な制度ですので�
加入をお勧めします。

注）1.国民年金基金加入者、免除を受けている方、及び第３号被保険者は加入できません。�
　  2.付加年金は、定額を含めた保険料を翌月末までに納めないといけません。�

例　付加年金に10年間加入した場合(老齢基礎年金受給額にプラスされます。)

詳しくは、市民課年金係まで　1０９８－８９３－４４１１（内114・117）�

付加年金納付額�

４００円×１２０月＝４８，０００円�

６５歳～８１歳（平均寿命）までの付加年金受給額�

２００円×１２０月×16年＝３８４，０００円�


